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問
が
出
さ
れ
、
そ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。 

次
に
訪
れ
た
「
神
戸
大
学

発
達
科
学
部
」で
は
、
中
川
和

道
教
授
の
講
義
の
後
、
各
班

に
分
か
れ
て
大
学
院
生
や
大

学
生
の
指
導
の
も
と
放
射
線

や
紫
外
線
の
測
定
、
オ
ゾ
ン

発
生
実
験
等
を
行
い
ま
し

た
。 

 
 

紫
外
線
の
測
定
で
は
、

様
々
な
ガ
ラ
ス
や
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト

メ
ガ
ネ
、
サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
ク

リ
ー
ム
を
使
っ
て
Ｕ
Ｖ-

Ｂ
の

「
カ
ッ
ト
オ
フ
波
長
」
を
比
較

し
ま
し
た
。
ま
た
、
発
生
さ
せ

た
オ
ゾ
ン
が
紫
外
線
を
カ
ッ
ト

し
て
い
る
こ
と
を
実
習
で
確

認
し
、
身
近
な
も
の
か
ら
環

境
問
題
ま
で
幅
広
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

十
一
月
三
・
四
日
（
日
・

月
）
大
阪
市
立
大
学 

学

術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
第
十
回
高
校
化
学
グ

ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
終

選
考
会
が
開
催
さ
れ
、

本
校
科
学
部
が
全
国
四

位
と
な
る
「
大
阪
市
立
大

学
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。 受

賞
し
た
研
究
テ
ー
マ

は
、
「
酸
化
物
半
導
体
膜

と
有
機
導
電
膜
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
～
パ
ワ
フ
ル
有

機
色
素
増
感
光
電
池
を

め
ざ
し
て
～
」
で
す
。
色

素
増
感
光
電
池
と
は
、
色

素
に
光
を
当
て
る
と
電

子
を
放
出
す
る
性
質
を

利
用
し
て
、
光
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
換
す
る 

前
回
の
マ
ン
ス
リ
ー
に
引
き

続
き
、
関
西
研
修
の
後
半
を

紹
介
し
ま
す
。 

二
日
目
は
、
「
理
科
学
研

究
所 

計
算
科
学
研
究
機

構
」で
の
研
修
で
す
。 

こ
ち
ら
の
研
究
所
で
は
、

計
算 

利
用
し
て
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

換
す
る
太
陽
電
池
の
一

種
で
す
。 

科
学
部
で
は
、
電
圧

を
調
整
す
る
こ
と
で
再

現
性
よ
く
、
半
導
体
に

色
素
を
吸
着
さ
せ
る
方

法
を
見
つ
け
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
様
々
な
色
素
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

吸
収
す
る
光
の
波
長
領

域
を
広
げ
、
発
生
さ
せ

る
電
流
を
大
幅
に
上
昇

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
実
験
は
も
ち
ろ
ん
、

本
選
に
向
け
て
、
毎
日

口
頭
発
表
の
練
習
を
し

て
き
た
生
徒
た
ち
は
、
と

び
き
り
の
笑
顔
で
と
て
も

う
れ
し
そ
う
に
こ
の
受

賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
大
会
で
は
、

第
十
回
目
の
節
目
を
迎

え
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
台

湾
か
ら
特
別
に
高
校
生

が
招
待
さ
れ
、
英
語
で
の

研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
他
校
の
英
語
の
発

表
を
聞
き
、
次
の
研
究

課
題
へ
の
取
り
組
み
は
も

ち
ろ
ん
、
英
語
で
の
発
表

に
向
け
て
の
参
考
と
な

る
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。 

計
算
性
能
世
界
最
速
に

も
な
っ
た
「
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
京
」
を
見
学
し

ま
し
た
。
計
算
速
度
は
、

そ
の
名
前
の
通
り
一
秒

間
に
一
京
（
十
の
十
六

乗
）
回
の
計
算
が
で
き
る

性
能
が
あ
り
ま
す
。
講
義

の
中
で
は
、
そ
の
構
造

や
、
新
薬
の
開
発
、
防

災
・
減
災
に
も
利
用
さ
れ

る
地
球
変
動
予
測
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
徒
か
ら
は
、
時
間

い
っ
ぱ
い
ま
で
多
く
の
質

問
が
途
切
れ
ず
、
そ
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。 


